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【研究の背景・目的】

世界中の様々なモノがインターネットにつながる
IoT 時代が到来し、情報通信（ICT）デバイスの数の
急激な増大が見込まれている。これに伴い、多くの
情報を高速で通信するために、周波数も現在の UHF
帯から、Early 5G と呼ばれる 0.7～6GHz を中心とし
た SHF 帯へと高周波側への移行が決定されている。
一方で機器からのノイズが増加し、この周波数帯ま
で及ぶ危険性も高まっており、その安全性にとって
は発生ノイズの軽減が大きな課題となっている。
この対策としてノイズを吸収できる電磁波吸収体

が知られているが、現有のスピネル型フェライトや
Fe 系磁心材料などのソフト磁性材料の電磁波吸収体
では、6GHz 帯域まで磁化損失を示す比透磁率の虚部
μr"を保つことができず、良好な電磁波吸収体とはな
らない。また、増加する多種多様なデバイスからは、
多くの異なる周波数ノイズが出ることから、利用周
波数域において広帯域で対応できる電磁波吸収体が
切望されている。
そこで本研究では、高い透磁率が見込まれるソフ

ト磁性相と高い異方性磁界から高周波帯での機能が
可能となるハード磁性相のデュアルフェーズから構
成されるモディファイド粉末を作製し、磁気的相互
作用と組織形態を制御して Early 5G 帯域で機能でき
る広帯域電磁波吸収体の開発を目的とする。

【研究の方法】
本研究では、表１に示すようなコンセプト、すな

わち、ハードフェライトの水素還元などの熱処理技
術、メカノフュージョンなどの混合技術、アークプ
ラズマデポジション法などのコーティング技術など
により、共鳴周波数が異なるソフト磁性相とハード
磁性相が共存し、両相間の相互作用なども考慮した
たモディファイド磁性微粒子を作製する。さらに、

電磁波吸収を広い周波数帯域で起こすには、比透磁
率の実部 μr'と磁化損失を示す比透磁率の虚部 μr"の
値がある一定の
範囲（整合領域）
内になければな
らない。本研究で
は、分布形態や体
積分率などの二
相組織を制御す
るデュアルフェ
ーズエンジニア
リングによって、
図１の太線のよ
うに μr'、μr"を整
合領域に入れ、広
GHz 帯域対応の
電磁波吸収体を
設計する。

【期待される成果と意義】
本研究は、ソフト磁性材料のみだった電磁波吸収

体分野に、ハード磁性材料と複合したデュアルフェ
ーズからなるモディファイド粉末を利用し、磁性粉
末の新規作製方法ならびに電磁波吸収体材料の新た
な設計指針を提案するものである。得られた成果は、
ICT デバイスだけでなく、IoT 社会の元で今後急成
長する「自動車」、「ロボット・産業用途」、「医療」
などの分野を通じ、安全・安心で豊かな社会の構築
に貢献すると判断される。
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表１ 本研究における材料作製のコンセプト

図１ 整合領域と電磁波吸収


